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Abstract： 
This paper describes an intensive blended learning program, ABLE+ (Action-Based Language  Empowerment), 
being developed in the Department of Applied Computer Sciences at Shonan Institute of Technology (SIT) in 
Fujisawa, Japan, with the goal of training absolute beginners in a target language so that they can function at 
survival level as quickly as possible. The program incorporates an initial week of online training followed by two 
weeks of classroom instruction. Participants are then flown overseas and tested in situ to ascertain the 
effectiveness of their training. Overall course structure, pedagogical approach and principles, criteria for 
participant selection, and advantages of online and in-class training will be discussed, followed by general 
observations regarding the research objectives of how learners perceive their success in using the L2 to 
communicate onsite to complete specific functional goals, as well as identification of changes in their self-efficacy, 
or perception of themselves as language learners. 
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要旨： 
本稿の目的は湘南工科大学コンピュータ応用学科で実地されているブレンディッドラーニングによる集中語学講座
について説明することである。このプログラムでは学習言語を学んだことのない初心者が短時間で現地においてサバ
イバルレベルで言語が使えるようにすることをゴールとしている。最初の一週間はオンラインサイトで学習し、その
後、約二週間教室での授業が行われる。その後学習者は現地へ行き、学習の最初の効果を実感できる。本稿では講座
の全体的構成、アプローチの仕方、教育的理論、参加者選抜基準、オンライン学習と授業の長所を述べ、いかに学習
者が学習言語を使って現地で目的を達成し、また自分自身をその言語の学習者として有能であると認識できたかにつ
いて論じる。 
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1. はじめに 
 
ブレンディッドラーニングとは教室での授業と学
習者が学習時間、媒体、場所、進度、内容等をコン
トロールできるオンライン学習を組み合わせた学習
方法を指す。一般には、Garrison & Vaughan (2008) 
1)に定義されるように、精選され、補完的に対面式学
習とオンライン学習が組み合わされた学習法と定義
される。 
しかし、（Cowie & Sakui, 2014)2）ように、先生が
伝統的な授業の中で e-learning を従来の学習を補完
するために用いる場合に限定されることもある。 
現時点では専門家の間でもコンセンサスは得られ
ていない。 
 応用の可能性を考えれば、ブレンディッドラーニ
ングを広範囲に定義した方が得られるものは多いよ
うに思われる。例えばオンライン学習を授業の前、
期間中、後に講座に組み込むこともできる。本稿で
紹介する語学講座は、初めにオンライン学習を一週
間行い、その後、事前に講座を受けたネイティヴの
インストラクターが二週間授業を行う。すべての学
習者はまったくの初心者で、ブレンディッドラーニ
ングが終わり次第、学習言語が話されている国へ行
く。そこで学習したことを試し、二人一組、または*湘南工科大学 工学部 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用学科 教授 
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単独で様々なタスクに取り組み、学習したことを実
際に使ってみるのである。 
 本研究の主な目的は二つ挙げられる。授業の前、
途中、後に混合型の学習をし、学習者が学習言語で
コミュニケーションを取る能力があるかどうか明ら
かにする。そして外国語を学習する能力に関して学
習者の自信に変化があるかどうかを明らかにする。
Bandura (1986) 3)が指摘するように、学習言語を使
って「仕事をなし遂げる」能力があるという自信は
外国語学習の成功をはかる重要な指標となる。この
講座に関して言えば、自信の向上を示す指標は学習
者が現地でコミュニケーションが取れていると感じ
る事と、帰国後の面接に見られるように学習者がさ
らに学習を持続して行こうと思う事である。 
 
2. 日本における第二言語習得 
 
2.1. 日本の英語学習 
 日本は唯一の外国語、（英語）の学習に膨大な財政
的、人材的資源を費やしている。2013 年に日本政府
は１兆円の予算でグローバルな人材を育てるため、
特に英語教育における改革を行った（Japan Times）
4)。しかし、2011 年 4 月から「外国語」教育は小学
校 3 年生から必修になったにも関わらず、実際は文
部科学省の指示に沿って改訂された教科書を使って
英語を学習しているにすぎない。 
このような費用と労力を費やしたにも関わらず、
大多数の若者は英語でコミュニケーションを取る能
力を持たないまま大学に進学してくる。諸外国と同
じように日本でも大学受験のために英語を重点的に
学ぶこともあるが、ほとんどの若者にとってこのよ
うな学習経験はストレスを伴った重荷でしかない。
その結果、多くはいかなる外国語学習に対しても「恐
怖と嫌悪」のメンタリティを持つようになっている。 
授業を補うのにコンピュータを使う「ブレンディ
ッドラーニング」ではコンピュータによる学習の到
来は希望がもてると言えるが、自分が外国語を習得
できると感じられる自信の欠落を克服するのは多く
の日本の大学生にとって巨大は心理的ハードルにな
っていことは理解しておく必要がある。 
 
2.2. 湘南工科大学における外国語学習 
 湘南工科大学は工学の単科大学であるため、学生
の外国語学習に対する関心もかなり限定的である。
コンピュータ応用学科でも学生の関心はコンピュー
タ、オンラインゲーム、アニメ等にある。文部科学
省のガイドラインに基づいた英語の必修科目の他に
本学では選択科目として中国語、フランス語、ドイ
ツ語、韓国語、スペイン語の五つの外国語の科目が
用意されている。しかし、近年これらのすべての外
国語の中級クラスは開講されていない。2017 年度の
新カリキュラムでは選択科目の外国語を履修する学
生が減少傾向にあることからさらなる縮小が起こる
であろう。全国語学教育学会（JALT）の会員で第 2
外国語の教員と話しても、日本の多くの大学で同じ
傾向が見られることがわかる。 
 しかし、その一方で、本学の教員の間では外国語
でコミュニケーションがとれるというのは就職活動
において学生の強みになるという認識がある。また
企業の研究所に勤務したことのある教員は学生が卒
業して企業に就職すると海外出張や海外駐在、また
海外のクライアントと共通言語で交渉する可能性が
あることも分かっている。 
 
3. 新しい取り組み：アクションベースの
外国語学習（ABLE） 
 
3.1. ABLE と本学の ABLE＋ 
 本学の学生に外国語学習をもっと身近に感じても
らうために、2014 年 2 月タイ語の短時間サバイバル
語学講座は始められた。カリキュラムは岡山の三井
造船、香川大学、日本外語教育研究所（LIOJ）にお
ける経験に基づいており、原型は「アクションベー
ス の 外 国 語 学 習 ／ Action-Based Language 
Empowerment (ABLE)」であるが、本学の学生のニ
ーズに合わせて修整されている。 
 本学で行った初期 ABLE のクラスでは特に導入部
が困難であった。短期間の講座では聞き取りと話す
スキルにほとんど重点がおかれる。授業の基礎は耳
からのインプットで学習言語の単語は学習者にとっ
て耳慣れない単語ばかりであるが、書かれた教材は
一切配布されなかった。2005 年のタイ語の講座では
教科書を使う授業とは全く異なっており、学習者は
この時点でこれまでとは違う経験となった。参加者
は本学の学生だけではないため、これらが更なるス
トレスになった。講師はバンコクから東京大学に留
学している工学部の学生に依頼したが、少々緊張気
味で自信もないようであった。授業の前半は緊張し
ていたが、幸いにも徐々に参加者も講師もリラック
スし、残りの授業はスムースに進んだ。事前のオリ
エンテーションを長くしてもこの初期の緊張感はこ
の講座の特徴であることが分かった。 
 アクションベースの学習法は講師と学習者の双方
により効果が上がるような教育法を意識する努力を
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重ね、さらに改良中である。これらの所見を考慮し
て授業のデザインは常に修整され改善される。平行
して進めているウェブサイトと、この学習法を組み
込むことで 2012 年 2 月の講座で ABLE にオンライ
ン学習をプラスした ABLE＋を実地することが可能
になった。オンライン学習による導入部は学習言語
に恐怖を持たせることなく参加者の次の教室での授
業に生かされるのである。 
 初期の 8 年間は春休みに 3 週間の講座として開か
れた。授業は 2 週間かけて 10 日行い、その後、現地
へ行き約 5 日間滞在した。2012 年 2 月にはさらに韓
国語のオンライン学習が可能になった。その結果、
それ以降の本学でのブレンディッドラーニング一週
間（一日 30 分前後）オンライン学習と二週間の授業
の ABLE＋で実施されている。講座が終了すると参
加者はその言語が話されている国へすぐ行き、どの
位効果的にコミュニケーションが取れるか、また現
地でのタスクが遂行できるかを試す。これは、初め
に二人一組で行い、慣れてきたら一人で行われる。
最近ではより包括的に試してみるため滞在期間を 7
日から 10 日に延長している。参加者は責任をもって
渡航費、ビザ、宿泊、現地での諸費用を払わなけれ
ばならない。 
 現在この ABLE＋の講座はシラバスは、「短時間サ
バイバル語学講座」という科目で春休みに実施され
ている。履修登録した学生は毎月のガイダンスとオ
ンライン学習授業に出席し 2 単位が付与される。現
地での研修は必修ではないが、参加したい学生はオ
リエンテーションで申告しなければならない。 
 
3.2. ABLE と ABLE+参加者 
 学習者は一つのテーブルの回りに座って教材を見
たりさわったりしなければならないため、本学の
ABLE＋では通常 8 名の参加者で行う。参加の理由は
様々だが、ほとんどの参加者は海外旅行に興味があ
り学習言語自体にはそれほど関心がない。海外に一
度も行ったことがない者にとって、仲間や先生と行
けることは大きな魅力であり、以前に参加した人か
ら話を聞いて興味を持った者もいる。参加者の多く
は社交性に乏しく、まったく知らない人と交流する
ことにためらいがある。まして外国語を使っての学
習である。最初のガイダンスで現地に行って現地の
人の家に 2、3 日ホームステイをすること等々を伝え
ると多くの参加者は辞退する。 
 この講座はコンピュータ応用学科の科目ではある
が、人数に余裕がある場合は外部からの参加もある。
これまでに他学科の学生、本学教職員、他大学の学
生及び教員、一般の会社員等の参加があった。タイ
で合流しこのプログラムを体験したカナダからの参
加者もいた。本学留学生もこの ABLE と ABLE＋に
参加しており、ブラジル、ブルガリア、カメルーン、
中国、イタリア、メキシコ、ニュージーランド、ア
メリカ等彼らの国籍は多岐にわたる。学習と現地で
の体験を身に付け、これらの留学生の中には自分の
国で講座が実施される時に講師になる者もいた。（参
考資料 8） 
 これら「外部」からの参加者は講座にとって良い
刺激となった。コンピュータ応用学科の学生は自分
と同じ学生と交流するだけでなく、異なったバック
グラウンド、文化、年齢の人々と交流することを学
ぶ。しかし、講座の評判が広がるにつれ、他の学科
の学生を受け入れる余裕がなくなっているのが現状
である。2016年のABLE＋ではスペイン語を学習し、
メキシコに行った。7 名の募集に 33 名の募集があっ
た。1 年生はまた機会があるので辞退してもらい、4
年生も内定先の研修が卒業前の春休みに行われる可
能性が大きいので辞退してもらった。その結果、参
加者はすべてコンピュータ応用学科の 2 年生と 3 年
生になった。過去にこの講座に参加した者も、研究
の対象となる完全な初心者ではないので外した。 
この講座の理想的な参加者構成は、男女各 4 名ず
つで、外国語のバックグランドを持たず、海外に行
ったことがないがトライしてみたい人々である。学
科の学生だけに偏らず、様々な国籍、年齢、職業の
人たちが混じっていることが望ましい。さらに、外
国語に苦手意識があり、講座を終了しても現地でコ
ミュニケーションが取れるか不安な人が理想的であ
る。 
 
3.3. らせん型の学習体制 
 教科書を使う伝統的な外国語教育では、それぞれ
の課は一つのテーマに基づいている（例えば自己紹
介）。そして、それはいくつかの構文と新しい語彙で
出来ている。授業は全体のスケジュールに沿って進
められ、復習は試験の直前に、それも個々の学習者
の責任においてなされ、クラス全体でされることは
ない。このような「垂直」に積み上げる（図 1）学習
法は新しい内容が直前の内容と何の関連もなく導入
されるが、この方法は世界中の中学、高校、大学で
採用されている。この学習法は各課で独立した内容
を準備し、評価しなければならない必要性によるも
のである。 
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図 2  ABLE による学習方法 (横 > 回転) 
 残念ながら、大多数の学習者にとって、このよう
な学習法は効果的ではないばかりか害になることさ
えある。常に系統立てて復習していなければ新しい
内容を記憶することは非常に困難になる。将来その
外国語を使うかもしれないという期待より、目前の
試験に合格するということが、学習者を畏縮させる。
本学に入学して来るほとんどの学生が英語に興味が
あるか尋ねられると「苦手です」と答えるのも驚く
にはあたらない。彼らにとって、ブレンディッドラ
ーニングでさらに別の外国語を勉強するなどとんで
もないことなのである。 
 アクションベース（ABLE）の教授法は「水平」構
造である。内容は各課ごとにテーマがあるが、１課
１テーマではなく、各テーマはいくつかのレベルに
沿ったモジュール構造になっている。一つのレベル
が終了して次のレベルに進むと自動的にそれまでの
レベルで学習したことが繰り返されるのである。結
果としてらせん型の構造となる。これは、Mahncke 
(2006) 5）の脳がどのように情報を効果的に処理し記
憶するかについての研究成果をふまえて考えられた
構造である。レベルの数や繰り返される内容はコー
スの長さによって決定される。 
図２のスパイラルフォーマットには学習者と講師
の双方に利点がある。第一の利点は講師は一つのテ
ーマを急いで終了するのではなく、前回の授業で終
わったところから始めれば良いということである。
これに連携して学習者も内容が繰り返されているこ
とを認識する。初めて学んだ時に理解できたかどう
か自信がなくても常に後からセカンドチャンスが来
るのである。これによって学習者の不安は軽減され、
組み込まれた復習が言語習得の可能性を増大させる。
年配の学習者ほどこれは重要である。 
 もう一つの利点は授業のテンポの速さである。テ
ーマはおよそ五分ごとに変わるので学習者の集中が
途切れるのを防ぐことができる。一つのテーマで長
時間行われる授業では注意力が散漫になってしまう
学習者にとってはあきらかに利点である。 
 
3.4. アクションベース教授法（ABLE） 
 本学で行っている講座は 1980 年三井造船時代に
インドネシアで講座を行う時のプログラムに端を発
している。それ以来、修正と改善を重ね、次のよう
なステージに到達した。 
1. 参加者は一つのテーブルの回りに座り、およそ
６個の語句（物や絵や写真など）をテーブルに
並べる。 
2. 講師はその中の一つを指し、ナチュラルスピー
ドで発音する。この時、参加者と全員で指す。 
3. 講師は次にアイテムを参加者が指した順に繰り
返し発音する。 
4. 2.と 3.をもう２回繰り返す。参加者は講師が発
音したアイテムを聞き取り指す。 
5. ３回繰り返したら講師は後ろにさがり、全アイ
テムを２回発音し、参加者に指させる。 
6. 次に全アイテムの順番をバラバラにして音だけ
で聞き取り自信を持って指せるようにする。 
7. これら語句が分かった所で、これらの語句が組
み込まれたフレーズで現地で使いそうな（「～を
ください」注文する）等々を繰り返し、参加者
はこれを聞き取ってそのアイテムを指す。 
8. 講師は７の「聞いて指す」プロセスを繰り返す。 
9. 「聞いて指す」プロセスを個別に行ってみるが、
参加者の様子を見て強制はしない。 
10. ６個全てのアイテムが聞き取れるようになった
ら、次のモジュールに進み 1.から繰り返す。 
この教授法をオンライン学習に応用した４つのス
テージを以下に挙げる。 
1. アイテムの紹介 
学習者は約 6 個のアイテムを見せられる。３回
音声が繰り返され、自動的に次のアイテムに移
る。心理学的に 6 個までなら覚えやすいと言わ
れているため（Miller’s Law. 1956）6)である。 
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図 1 一般的な教科書による学習方法 (縦)
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2. 学習者がコントロールできる学習 
音声は繰り返し流れるので、学習者が充分と思
った時にクリックする。６個すべて学習できた
ら次へ進めむ。 
3. フレーズの中の語句を認識 
次の学習者は短いフレーズを聞き、組み込まれ
たアイテムを聞き取り、それをクリックする。
アイテムはランダムに出てくる。クリックした
アイテムが正しいかどうか示される。 
4. ランダムに出てくる音声とアイテムの認識 
フレーズも画面上のアイテムもシャッフルされ
るのが適切なアイテムを選んでクリックするこ
とが求められる。 
 アクションベースの教授法は Asher (1996)7）の
Total Physical Response (TPR) とよく比較される。
特に、授業は学習言語だけを使って行い、導入部で
音声だけのインプットで理解さえる所、また初めは
講師と一緒に、次に二人一組で、そして個別に聞き
取れるようにする所である。しかし、両者には違い
もある。 
 Asher の TPR が特にゴールを決めていないのに対
して、ABLE では最初から現地で行うタスクが設定
されている。TPR では講師の指示に従って学習者は
教室中を動くことが求められるが、ABLE では学習
者はテーブルの回りに座り目前にあるものを使用す
る。また TPR では学習者が講師に指示をもう一度く
り返して欲しいと求める事はしない。 
 TPRとABLEの最大の違いは学習者が話すように
なるまでの音声によるインプットの量である。Asher
は学習者が話すまでには少なくとも 120 時間のイン
プットが必要であるとしている。ABLE では学習者
は初期の授業では話すことは求められないが、3 回目
の終わり頃から特別なモジュールで答えることがで
きる。オンライン学習と授業（15～20 時間）の終わ
る頃には学習者は現地の人々とコミュニケーション
を取りニーズを伝えることが出来るようになってい
る。 
 
3.5. アクションベースの教授法の特徴 
 一般的にABLE教授法は典型的な語学学習の授業
とは異なり次のような特徴がある。 
1. 授業は毎日行われる。できれば 10～12 日間行い、
現地に出発する前日に終了するのが望ましい。
授業は楽しくかつ緊張感をもって集中する。要
求される内容を考慮すると精神的疲労は大きい
ので授業は 90 分以内にする。目標は学習者の能
力を短時間で徐々に上げていくことであり、こ
れは週一回、数カ月にわたって行う授業体系で
は普通不可能である。 
2. 参加者の上限は１クラス８名である。学習者は
目の前のアイテムを指すことを求められるので、
広い教室の大勢での授業ではできない。 
3. 参加者は最初から授業が終われば現地へ行って
タスクを遂行しなければならないと理解してい
る。この期待が強いモチベーションとなり授業
が活性化する。 
4. オンライン学習フォーマットは同じ教授法で作
られており、ブレンディッドラーニングの２つ
のコンポーネントからできている。オンライン
学習をしてからであるため学習者はスムースに
授業を始められる。 
5. 授業に先立って毎月行われるオリエンテーショ
ンでは参加者は、現地で訪れる場所、重要と思
われる内容、買いたい土産物等を聞かれる。こ
うして学習者は、講座に参加し、自分に合った
経験を計画し、現地に行ったとき興味がもてる
経験ができるという結果が得られるのである。 
6. 学習言語のみ使用される短時間講座では学習者
ができるだけその言語に触れ理解力を高めるこ
とが極めて重要である。通常の外国語の授業で
は学習者の母国語が使われる（Cook. 2008) 8）。
しかし、ABLE ではこのような助けは望ましく
なく、有害であると考えられる。 
7. 教材は、主に日常のアイテムを取り上げる。（絵
や地図等）文字はほとんど無く、学習者はメモ
を取ることもせず、耳を澄まして音声と意味の
つながりを記憶する。音声のスキルに限定する
と教科書を使った学習に慣れている学習者は不
安な反応を示すが、長期的な効果を考えれば聞
き取りと発音のスキルは向上する。 
8. 参加者は最初の 2～3 時間は話すことを求めら
れない。この沈黙の期間に学習言語の音素、ス
トレス、声調、イントネーションやその他の音
声的特徴を認識する。（Granger. 2004）9）。理想
的には学習者はネイティブのような発音で話す
ようになることである。年配の学習者は講師の
口まねをする習慣があるので、授業中はそれを
禁止する必要がある。 
9. 文法的説明は行わない。導入部での学習言語は
Wray (2002) 10）で定義されている。フォーミュ
ラエクスプレッション、つまり複合ユニット又
は部分的に分析されたユニットとして示される。
学習者はこのフォーミュラをらせん型フォーマ
ットでくり返すことによって身につける。無意
識の熟達が目指す所である。学習者は統語規則
や単語の数などを気にせず、文の意味を理解し、
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それを応用していく。もし学習者が学習を続け
るときは、後に文を分析し、文の構造をさらに
よく認識して、高度な応用をしていくこととな
る。 
10. 基本語彙（単語と意味ユニット）は Miller’s 
Law(1956)6)に従ってテーマごとに６個以下の
意味ユニットにグループ分けされる。学習言語
にとって、また学習者にとって重要な語彙が選
ばれる。例えば、メニューにのっていそうな食
べ物は、その言語の文化で大切なものと学習者
の好みに合わせて選ぶ。単語は、授業中にはっ
きりしたコンテキストの中で示され、学習者は
それを理解して組み合わせていく。単語をつな
いだフレーズは学習者の理解力を発達させ、
Tomasello (2000) 11)の言う「様々なアイテムベ
ース構造」となる。 
11. 授業の終わりに短い質問タイムを設ける。学習
者は質問や、難しかった所や楽しかった所を挙
げる。学習者の母語であれば通訳付きでディス
カッションしたりコメントしたりできる。この
目的はコースの修整や、教授法をより学習者に
合わせ、カリキュラムとして質を高めることで
ある。ABLE 教授法では文法は教えないが、文
法に関する質問があれば丁寧に答えたほうが良
い。 
12. ABLE でも ABLE＋でも、すぐに現地で使って
タスクを遂行するので、講座の初めから現地で
交流することを期待している。その結果、学習
者は会話をコントロールするためのモデルをマ
スターすることが求められる。これは Maybin 
and Bergschneider (1992)12)のコントロールモ
デルに基づいており、学習者の限定的な語学力
を助けるための表現が示されている。丁寧に話
を中断する「すみません」、聞き取れなかった時
の「もう一度お願いします」、知らない言葉を聞
く「これは何といいますか」、ゆっくり話してほ
しい時の「ゆっくりお願いします」等がある。
オンライン学習ではこれらの表現ができるよう
なアイコンがある。例えば学習者がくり返して
ほしい時は該当するアイコンをクリックする。
音声が繰り返される前に「もう一度お願いしま
す」という言葉が学習言語で流れる。アイコン
をよく使う学習者はこれらの表現を授業が始ま
った時に使うことが出来る。 
13. イントネーションや間、共感や承認を表すつぶ
やき等、学習言語の会話に表れる特徴（Childs. 
2005）13)は自然に発生し、学習言語のみが授業
で用いられているので、これらの重要な特徴が
削られることはない。ほとんどの学校の授業の
教授法では言語が語句だけで出来てはいないが、
翻訳され、先生が生徒の母語で説明しているう
ちにこれらの特徴は失われてしまう。ABLE と
ABLE＋では自然で豊かな言語が聞ける環境を
作ることが出来る。学習言語の特徴は学習者に
認識され、まねされ、直感的にネイティブとの
会話でこれらが重要であることがわかる。 
14. らせん型フォーマットでは講師は都合の良いモ
ジュールで授業を終え、次の授業ではその次か
ら始めることが出来る（例えばレベル３ファン
クション５で終わったら次の授業はレベル３フ
ァンクション６から始めればよい）。水平のモジ
ュール構造のカリキュラムでは従来の縦型の授
業のように１ユニットを完結しなければならな
いということはない。これは講師の心理的プレ
ッシャーを軽減し、講師と学習者の双方に達成
感をもたらし、最後まで教えないと失敗したよ
うな気がする今までの授業とは対照的である。 
15. 授業を欠席した者は去らなければならない。授
業は進むごとに集中していくので、今までの経
験では、どんなに努力しても欠席者は次の授業
について行けず、グループ全体の妨げになる。
一度らせんが切れると、そのギャップは次の授
業の前にチュータリングで埋めるしかない。し
かし、これは ABLE と ABLE＋の標準的な指導
ではない。 
16. 一般的に ABLE と ABLE＋では読解と作文に重
点は置かない。タイ語のように文字が困難な言
語ではなおさらである。一方、正書法がキリル
文字やハングル、アルファベットなどの場合は
レベル２かレベル３で学習者がすでにわかって
いるメニューなどを読む練習もする。 
 
3.6. オンライン学習と教室での授業 
 ABLE は最初、教室での授業用であったが、後に、
ウェブサイト上の学習システムに応用された。その
結果、両者はかなりの所まで統合されている。この
教授法は学生の反応や自分自身の試行錯誤、海外生
活やオンライン学習などを通して進化した。
Katz-Haas(1998) 14)が強調するように、初めからユ
ーザーを e-learning 教材に触れさせることはユーザ
ーを知り、必要なタスクを分析し、実用性を試すこ
とと同様に重要である。 
 
3.7. 初心者用の初期オンライン学習の優
位性 
短時間語学サバイバル学習－次世代型外国語学習モデル－（メイビン） 
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 オンラインコンポーネントを使う ABLE＋には明
らかな利点がある。コンピュータが教室での授業に
大幅に組み込まれている本学の学生にとっては特に
優れていると言えよう。以下に主な利点を挙げる。 
1. 本学での ABLE＋のコンテンツは前もって設定
されているが、学習する場所、時間、速さは学
生がコントロールできる。約 3～4 時間分のオン
ライン学習を最初の一週間に自分のライフスタ
イルに合わせて学習できる。 
2. 学習の場所を選べるので人目が気になる学習者
は人目につかない場所で学習し、新しい言語を
学ぶ時人々の前でおこりうる恥ずかしさを避け
る事が出来る。 
3. オンライン学習から始めることによって、学習
言語の初めてふれる音素やフレーズに親しんで
おくことができる。コンピュータを使って学習
するので教室で起こるような妨げを感じること
なく何度も繰り返せる。 
4. ウェブサイトではエントリーにプロファイルコ
ンポーネントがあり、学習者は自分の性別を入
力する。これにより性別に合ったコンテンツが
ラインアップする。このような調整は従来の 1
教室 1 講師の場合は難しい。 
5. オンライン学習システムは６枚のテンプレート
が現れ水平のコースがらせん状に進行していく。
これは、その後の授業の導入部になり、最初の
授業であまりストレスを感じずに済む。 
6. ABLE＋では全くの初心者を想定しているが、
あいさつ程度のフレーズを知っている学習者も
いる。限定的ではあるが、これはその他の全く
知識を持たない学習者の自信をそこなうことに
なる。オンライン学習は同じ基礎教材を使うの
で学習者を平準化する効果がある。全員が同じ
知識で授業に臨める。 
7. Uhl-Chamot (1999) 15)にもあるように、コミュ
ニケーションストラテジーを使って聞き直すと
きや、ゆっくり話してもらうときの表現を
ABLE＋のオンラインで学ぶ。学習者は授業を
始めた時、わからない時は中断してよいことが
すでに分かっているため、学習者によっては一
回目の授業から聞き直すこと、ゆっくり話して
ほしいと、学習言語で伝えることが出来る。 
ABLE＋においてはオンライン学習から始めるこ
とは学習言語にまず親しんでおくための良い方法で
ある。教室だけの ABLE に比べて、学習者はより気
持ち良く不安を持たずに授業を始められることがわ
かる。この時点で証明することはできないが、オン
ライン学習での準備は興味をもたせ、内気な人の自
信を助けるので、授業が始まるまでには自信とモチ
ベーションを持っているように思われる。この精神
形状が ABLE＋で学習したとき、低い割合の脱落者
しか出ないことの説明になるであろう。 
 
3.8. オンラインに続く授業の利点 
 オンライン学習は教室での教授法から派生したも
のであり、両者も統合は進んでいるが、ABLE＋のオ
ンラインではできない学習の側面が教室での授業に
はある。それを以下に挙げる。 
1. 学習者にはコンテンツに意見を言える。例えば、
やりたい活動、食べてみたい料理、買いたい土
産物などの提案ができる。自分のアレルギーや
常用している薬なども入れられる。ABLE や
ABLE＋ではアンケートを取るので自分で希望
を出せば、出来る限りコンテンツに組み入れて
個々のニーズに合ったコンテンツにできる。 
2. オンライン学習をしてから、授業で他の参加者
と語学力を磨くことができる。クラスは 8 名以
下なのですぐにうちとけ学習言語でコミュニケ
ーションを取ろうとする。これは後に現地で二
人一組でタスクを行う準備でもある。さらに、
講師とコーディネーターも学習者にペアの活動
を促して現地でのタスクに備える。 
3. 通常 ABLE と ABLE＋の講師は専門の訓練を受
けたネイティブスピーカーである。出来れば受
講者が行こうとしている土地の出身で現地の文
化や食べ物などに精通している人が望ましい。
講師が現地出身であれば授業も活気づき、交流
したいという気持ちも出てくる。 
4. オンラインで学んだ会話をコントロールできる。
フレーズを学習者は教室でもすぐに現地のよう
な雰囲気で使うことが出来る。 
5. 授業の後半ではかなり習熟度も上がるので、現
地で起こりそうな場面を想定して、レストラン
で注文するとか市場で値段交渉をする時などを
役割を決めて練習できる。このロールプレイは
オンライン学習ではできない学習者の心理的準
備をする助けにもなる。 
6. 通常、講師は受講者達が行こうとしている土地
の出身者であるので、各授業の終わりのまとめ
の時間に色々な質問が出来る。オンライン学習
の教材にも文化的な配慮はされているが、実際
に質問できるのは貴重な学習経験になる。 
オンライン学習のおかげで授業はスムースに
移ることが出来る。学習者にとっては馴染みあ
る学習法、音声、会話、会話のコントロール用
のフレーズが使われるのである。そして、授業
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で仲間やネイティブの講師と交流することで実
際に現地に行くことへの期待が高まっていく。
初級の語学力で現地に行って試してみることは
ほとんどの参加者にとってわくわくすることで
あり、授業の中で尊敬できる講師のような人々
と現地で交流できると思えるのである。辞退す
る人が少ないこともこの講座の形態の優位性を
証明している。授業の組み方、教授法、講師と
直後の現地研修の組み合わせがこの外国語学習
モデルを成功させている。 
 
4. 実践例：2016 メキシコ研修 
 
ABLE と ABLE＋の目的は自分のニーズを伝える
能力を身に付け、徐々に複雑になるタスクを現地に
行き二人一組で、または一人で出来るようになるこ
とである。これらのタスクは時が経つにつれ変化し
てきたが、本稿ではその進化を詳細に説明すること
は難しい。ここでは 2016 年にメキシコのユカタンで
行った研修について述べたい。 
 講座を終了した参加者はスペイン語を試すために
現地に行った。この場合は教室での学習が全て終了
した翌日に羽田から出発した。 
 到着はしばしば夜になることがある。多くの参加
者にとっては初めての海外旅行であり、長時間のフ
ライトで疲れている。今回のスペイン語のグループ
は、学生に多く参加してもらうように低価格航空券
であったため、ロサンゼルスとマイアミを経由して
メキシコのカンクンに到着した。それから高速バス
に 4 時間乗り、カンペチェを通り、研修地であるユ
カタン半島のメリダに到着した。到着後は宿泊場所
でゆっくり休み、翌日の二人一組での活動に備えた。 
 通常は、到着の翌朝食事を摂りながら全体のオリ
エンテーションを行い、二人一組で２～3 時間かかる
一連のタスクを行う。今回のスペイン語のグループ
は、メリダの郊外にある二つの家にわかれて滞在し
た。それぞれの家から出発し、現地の交通機関を使
い、道を尋ねながらメリダのセントラルパークを目
指した。バスに乗って乗客にどこで降りたらいいか
スペイン語で尋ねるのが彼らの最初のタスクであっ
た。 
 セントラルパークで９時に集合し、二人一組に分
かれた。性別や国籍はできるだけ混ざるようにした。
これまでの経験から判断して、性格や気質はできる
だけ似ている人同士が組むようにした。積極的な人
と消極的な人が組むと常に積極的な人がタスクをこ
なしてしまうからである。組み合わせが決まるとタ
スクが書かれた紙が渡された。（参考資料 5） 
 タスクは研修地に合わせて用意される。いつも含
まれるのは、市場を見つける、工芸品を買う、野菜・
果物・お菓子など知らない食べ物の名前を 3 つ教え
てもらう、現地のお店で食事をする、観光客が行く
所（メリダでは植民地時代の屋敷）を見つける、知
らない人に写真を撮ってもらう等である。これらは
参加者が現地に慣れるためのもので、決められた時
間の中で出来るだけ多くのタスクをこなしてもらう。
唯一の指示は正午までに決められた場所に集合する
というものである。全てのタスクが完了できれば問
題なしと判断される。 
 筆者が学会で発表した時、会場からの意見で、こ
れではどちらがどのようなアクションを取りタスク
を完了したか判別できないのでデータとしては価値
がないのではないかというものがあった。これを補
うために参加者は写真を撮ることやメモを取らせる
テスト内容になっている。また、数日間にわたり様々
な経験をするので、到着の翌日に個別テストをする
方が問題であると考える。経験を積み上げて行き、
学習者は仲間同士や現地の人々と交流しながら成功
体験にたどり着いていくと思う。 
 次に個別に現地の人々と交流をする。色々なやり
方があるが、以下のようなものがある。 
・現地の小学校で日本の折り紙を教える。 
・現地の人々に教えてもらって土地の料理を作り、
みんなで食べる。 
・現地の家庭に 2～3 日ホームステイをする。 
今回のスペイン語研修では 1 番目と 3 番目を行った。 
最終テストは二人一組で行ったことを一人で行う。
これは2013年カンボジアでクメール語のABLE＋を
行ったとき参加者の一人から提案があって始まった
ものである。その参加者は、「セカンドチャンス」が
与えられれば一人でうまくタスクが遂行できると思
ったのである。 
 現地でのテストをすべて行うための滞在期間は一
週間以上となった。 
 
5. ABLE 型授業研修の取り組みと所見 
 
 1990 年から様々な大学・学校で ABLE 型の授業を
行ってきた。当初は一連のアンケートを行い。数値
化した。後に、他の調査も加えられ、教室や現地で
録音された音声、写真やビデオ、授業、ペアテスト、
ホームステイ・個別テスト後の情報が集まった。様々
な種類の情報と集めたほうが色々な角度から研究が
できデータついても確固としたものになると考えら
れる。 
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（注 1）以前は 5 段階評価を使っていたが、その場合
多くの日本人は「無難な」3 を選ぶことが多
かった。 
 ABLE＋の研修では７回のアンケートを行う。目的
は以下の通りである。 
 
アンケート 1：個別 （講座の開始前－参考資料１） 
 目的は参加者の興味やニーズを明らかにし、でき
ればコンテンツに組み入れていくことである。 
アンケート 2：個別 （オンライン学習の直前－参考
資料 2） 
 学習者に過去にどんな外国語を学習したか、そし
て、この講座を受けるモチベーション等を尋ねてプ
ロファイリングをする。今回の学習や現地での応用
について自信の程度はどのくらいかを判断する。 
アンケート 3：個別 （オンライン学習後、教室での
授業の前－参考資料 3） 
このアンケートの目的はオンライン学習用のコン
ポーネントが良かったと思えるかを確認することと、
講師と対面して授業に臨む自信に変化が起きたかど
うかを判別することである。 
アンケート 4：個別 全授業終了後（現地に出発直前
－参考資料 4） 
 オンライン学習との比較も含めて、授業の効果に
ついての感想をたずねる。また学習者の自信に変化
があったかどうかも探る。 
アンケート 5：現地での評価 1（タスク完了後の感想
－参考資料 5） 
シートの表に2～3時間以内に完了するべきテストの
リストがあり、シートの裏にはタスクがコンポーネ
ントに分かれていて、それに４段階評価をしていく
アンケートが書かれている（注 1）。このアンケートは
ペアでどのくらい能力を発揮できたか自己評価し合
うことによって、テスト時のストレスの軽減とアン
ケートを客観的に書くことが出来るためである。 
アンケート 6：個別 現地での評価２（タスク完了後
の感想－参考資料 6） 
 このアンケートは旅行が終わりに近づいた頃にア
ンケート５をもう一度行う。目的は学習者のコミュ
ニケーション能力について自信に変化があったか確
認することである。タスクを一人で行って学習者は
よりストレスを感じていると想像できるが、これま
でのアンケートでは反対の結果が出ている。参加者
は一人で活動できるようになって、タスクを行うこ
とに強い独立心を感じている。ここでもできれば個
別に動画でデータを集めておく。 
アンケート７：個別 （講座終了後－参考資料 7） 
 このアンケートは帰りの飛行機の中でとることも
ある。質問は参加者に自分のコミュニケーション能
力がどうなったと思えるか、その外国語学習をさら
に続けたいか、別の外国語を学習したいかたずねる。
最初のアンケートを比較して参加者の自信に変化が
現れたか確認する。 
アンケート８：個別（講座終了の 3-6 か月後） 
 このアンケートは他大学の講師の提案により二つ
の研修で実施された。目的は参加者が学習言語やそ
の他の外国語に対する興味を持ち続けているか調べ
ることである。もし、そうだと推定できれば研修は
成功したと言えよう。 
 研修終了後しばらくしてから参加者が集まった時
の情報はまた参考になる。ほとんどの学習者は
ABLE の講座に好感度をもっており、次は別の外国
語も同じ方法で学びたいと思っている。仲間と会っ
て旅行を思い出し、楽しい気分で楽観的になってい
るのかもしれないという懸念はあるが。 
 これまでの所、アンケート、面接、様々な記録か
ら想像できることは、ABLE を受講した参加者の大
多数は外国語能力の自信が改善しているということ
である。彼らは初級レベルではあるが、学習言語で
コミュニケーションが取れると感じているようであ
る。自分が現地でコミュニケーションを取ることが
出来、様々なタスクが遂行できたと感じている。 
 彼らの自信を表しているのが、参加者が次の講座
に参加したいと言ってくることである。残念ながら
別の外国語も学べると思えるリピーターは研究対象
ではないため、次の講座への参加は許可していない。 
 
6. 考察 
 
 少人数で海外旅行費もかかるため、この講座は一
見あまり実効性がないようにみえるかもしれない。 
 しかし、調査してみると、この講座はブレンディ
ッドラーニングでも、教室だけの授業でも多くの参
考になる点があると考えられる。例えば、 
1. 正規のカリキュラムの外で自分の将来につなが
る明確なゴールを設定できる。 
2. 講座として学習できる。限定的で初歩的かもし
れないが、将来の人間関係につながる。 
3. 短時間でできるようにデザインされている。多
くの学習者は注意力が長く持続しないので短い
活動の方が彼らの興味を維持できる。 
4. 基本を何度も繰り返し学習できる。会話をマネ
ージメントする言語を学べば、毎回授業の終わ
りに小テストができるが、学習者は解答する前
に質問を聞き直したり、ゆっくり言ってもらっ
湘南工科大学紀要 第 51 巻 第１号 
－ 80 － 
たりできるのである。 
5. 学習者が少し難しいと思う活動をデザインして
ある。そして、成功すれば自信につながり、興
味を持ち続けられる。 
6. 学習者にこの経験をのちに振り返ってもらう。
どんな外国語も将来につながると思えば授業で
やったことが日本でも海外でも生きてくる。 
7. できれば授業は週一回ではなく、毎日行う。
ABLE や ABLE＋は毎日の方が確実に効果が上
がる。 
以上の提案をすべて行うことは難しいかもしれな
い。教科書、試験、学期などの制約がある学校では
特にそうであるが、ほんの短い時間でも毎日活動す
ればモチベーションを保ち、興味を持続させること
ができると思う。 
 
7. 終わりに 
 
本学や他の工科系大学では学生が一旦外国語に苦
手意識を持つとなかなかそれを払拭することは困難
である。本稿で述べた学習法はそういう学生に役立
つと考えられる。 
 前向きに外国語学習に取り組むというのは特に初
級の段階で需要である。本学の学生は中学校と高校
で英語を学習しているが、頑固な苦手意識を持って
いるが、それは修正できないものではない。 
 ABLE＋学習で得られたデータから分かることは、
参加者の大多数に自信を取り戻してもらい外国語が
習得できると思ってもらうことは可能であるという
事である。オンライン学習から始めることによって
引っ込み思案な学習者でも他の受講者と教室で足並
みをそろえられる。ABLE＋の平準化効果によって誰
も授業で気遅れすることはないし、自身のパソコン
で学習すればだれに見られることもないのである。 
 授業が始まればさらに辛抱強くネイティヴの講師
と交流することが求められ、そして現地での実体験
へとつながっていく。 
 全ての授業が終わっても受講者の多くは理解はで
きても話せないのではないかと思うかもしれない。
しかし、会話をコントロールするフレーズがしっか
り学習できていれば現地でタスクを遂行することは
可能になる。二人一組で試し、次に一人で試してコ
ミュニケーションに徐々に自信ができる「仕事がで
きた」と感じられるのである。 
 大多数の参加者にとってこの講座は受講者自身だ
けでなく家族や就職先の企業にも大きな意味がある
と思う。彼らのコミュニケーション力は目に見えて
向上している。現地に行って、初日は怖がっていた
人達も次第に自分達で公共交通手段を使い遠くの市
場へお土産を買いに行けたりする。両親からは子供
が家で前より話すようなったという報告や、この体
験を就職面接で話した学生もいた。面接官に彼らの
コミュニケーションスキルや海外派遣や海外からの
スタッフと働ける意欲を感じ取ってもらえると思う。 
 参加者はコミュニケーション力以外の変化も見せ
てくれる。帰ってきてからのアンケートから分かる
ことは、２つの文化が融合して、訪問地に対する態
度に変化があり、もっと世界や日本について知りた
いと思う人が多勢でてきたということである。 
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アンケート 1：学びたい内容 
 
 
Ａ． 左側にある『ファンクション（内容）』を見て、あなたが学びたいと思う『ファンクション』に
チェックを入れてください。 
ファンクション（学習内容）     ✓ 
あいさつ、自己紹介                  
興味があることについての話              
家族についての話                   
仕事についての話                   
チェックインするときの手続き             
道路で道を尋ねる                   
道路で道を教える                   
レストランで食べ物を注文する時            
買い物（値切り方も含む）               
旅行計画（スケジュール）の確認            
公共交通機関を使う（電車、バスなど）         
切符を購入する（例：電車）              
電話で連絡をとる                   
ホームステイ先との交流                
人と約束を取りつける                 
電話で約束を取りつける                
薬局で自分の症状を説明する              
警察に危険について説明する              
床屋／美容室                     
天気予報を確認する                  
基本的な情報を読む（例：メニュー）          
その他：                       
その他：                       
 
 
Ｂ． 右上にある四角の中にあなたが必要とする単語、例えば職業について（例：学生）や趣味（例：
ハードロック）、また健康について（例：喘息）などを書き出すか、またはあなたが知りたい単
語（例：サングラス）などを書いてください。 
それらの書き出された単語もぜひコースに組み込めるよう努力します。 
必要とする単語： 
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参考資料 2 
Spanish-ABLE  [2016/02/12] 
参加者番号：        場所：SIT 
 
Revised：2016/02/12 
アンケート 2：事前 E-ラーニング 
 
下にある質問を読み、答えを書くか、あなたの意見に近いものにチェックをつけてください。 
１． 過去に外国へ旅行したことはありますか？ ： はい  ／  いいえ 
→”はい”を選んだ方は、具体的に書いてください： 
 
２． なぜあなたはこの言語を勉強したいのですか？ 
（  ） この言葉を話す国へ訪れることに興味があるからです。 （国名：          ） 
（  ） この言葉を話す国に訪れたことがあるからです。    （国名：         ） 
（  ） この言葉を話す国からきた友達がいるからです。       （国名：         ） 
（  ） この言葉を話す国の文化に興味があるからです。 
     →具体的に（例：食べ物や音楽）：                        
（  ） 色んな言葉を勉強するのが好きだからです。 
（  ） この言葉を勉強することには了承しましたが、特に興味があるわけではありません。 
（  ） その他：                                    
 
３． 今回の言語学習によって、どれ程の語学力を得ることができると思いますか？ 
また、その理由は何ですか？ 
 
 
４． 一般的な人と比べて、あなたの言語学習に対する能力はどれくらいだと思いますか？ 
全然ダメ      ダメ         できる     とてもできる 
  理由： 
 
５． いままでに勉強してきた外国語は習得できましたか？勉強した外国語について、どのように学ん
だのか、またその理由を書いてください。 
言語 どのように？ 習得しましたか？ 理由 
 
 
 
 
はい／いいえ 
 
 
 
 
 
 
はい／いいえ 
 
 
 
 
 
 
はい／いいえ 
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参考資料 3 
Spanish-ABLE  [2016/02/19] 
参加者番号：        場所：SIT 
Revised: 2016/02/18 
 
アンケート 3：事前授業 
インターネット講習を終え、教室での講義を開始する前にこのアンケートにお答えください。 
あなたが最も当てはまると思うものに丸をつけるか、もしくは答えを書き込んでください。 
 
１．もし機会があれば、またこの言語を学習したいですか？ 
したくない   あまりしたくない   まあまあしたい   ぜひしたい 
  理由を教えてください： 
 
 
２．あなたは実際にどの位インターネット講習を行ないましたか？    時間   分 
 
３．あなたはこのインターネット講習が効果的だったと思いますか？ 
いいえ      そうでもない    まあまあそう思う     はい 
  理由を教えてください： 
 
 
４．スペイン語でのコミュニケーションができると感じましたか？ はい   いいえ 
  理由を教えてください： 
 
 
５．このインターネット講習のどの面が、最も楽だと感じましたか？ 
 
 
６．このインターネット講習のどの面が、最も大変だったと感じましたか？ 
 
 
７．もしこのインターネット講習に関して何かコメントや質問、これからの教室での授業の心配事など
があれば、この用紙の裏側に書き込んでください。 
 
アンケートにお答えいただき、ありがとうございました。 
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Spanish-ABLE  [2016/02/28] 
参加者番号：        場所：SIT 
 
Revised: 2016/02/28 
第 4 回アンケート：講習を受け終わって 
 
教室での講習を受け終わったならば、現地に行く前にこのアンケートにお答えください。あなたが最も当て
はまると思うものに丸をつけるか、もしくは答えを書き込んでください。 
 
１．もし機会があれば、またこの言語を学習したいですか？ 
したくない   あまりしたくない   まあまあしたい    ぜひしたい 
 理由を教えてください： 
 
 
２．あなたはこの教室での講義の教え方が効果的だったと思いますか？ 
いいえ      そうでもない   まあまあそう思う      はい 
 理由を教えてください： 
 
 
３．あなたが勉強した言葉で、コミュニケーションがとれると思いますか？  はい / いいえ 
 理由を教えてください： 
 
 
４．この教室での講習のどの面が最も楽だと感じましたか？ 
 
 
５．この講習のどの面が最も大変だったと感じましたか？ 
 
 
６．どの学習法が好みでしたか？（どちらか 1 つだけチェック）  インターネット講習 
 理由を教えてください：      教室での講習 
 
 
７．もしこの講習に関して何かコメントや質問があれば、この用紙の裏側に書き込んでください。 
 
アンケートにお答えいただき、ありがとうございました。 
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参考資料 5 
Spanish-ABLE  [2016/03/01] 
参加者番号：        場所：Merida 
   Revised: 2016/02/28 
第５回アンケート：現地での自己評価（ペア）A 
 
課題: 
1. 家からバスで Centro に 9:00 までに集合する 
2. Casa Montejo にある銀行でお金を両替する（カメラ厳禁） 
3. Garcia Rejon 市場へ行く 
4. Garcia Rejon 市場で朝食を食べる 
5. Casas Camelas に行く 
6. Casas Camelas の家の前で誰かに写真を撮ってもらう（一緒に写真を撮ってもらうのでも OK!） 
7. Lucas de Galvas 市場へ行く 
8. Lucas de Galvas 市場で市場用かばんを買う 
9. 指定されたものを買う:   T シャツ (M) Virgen de Guadalupe 
10. 現地の知らない果物か野菜を３つ写真を撮って名前を調べる（呼び方と書き方） 
11. 聞いたお店で知らない果物を一種類買う 
12. スーパーで虫除けとバスで飲む飲み物を買う 
13. Auto Progreso 駅へ行く 
14. Auto Progreso 駅で Progreso-行きの 12 時すぎのバスの時間と値段を聞いてください（後で買う為） 
15. Plaza Grande に戻る 
16. Plaza Grande にある Café Punta del Cielo で集合する 
 
※テストの途中でも、11:30 までに Plaza Grande に戻ってください。（途中でも気にしないで！） 
 
忘れないで！ 
 日本語や英語を話しそうな人はなるべく避け、メキシコ人と会話をしましょう！ 
 「英語もしくは日本語を話せますか？」と聞いてから始めないでください。 
 できるだけ楽しんでみてください。あなたは 15 時間以下しかスペイン語を勉強してないのですから！ 
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参考資料 5 
Spanish-ABLE  [2016/03/01] 
参加者番号：        場所：Merida 
   Revised: 2016/02/28 
あなたは１～４のどの段階ですか？ 
（１＝ギリギリ、もしくは全くダメ ～ ４＝難しくない、できる！） 
 
課 題 
 
成果（話す） 
 
理解度（聞き取り） 
 
コメント 
1. 道順： 
（例：お店へ行く） 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
2. 乗り物：使う 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
3. 乗り物：聞く 
（例：何処へ行くか） 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
4. 写真撮影： 
 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
5. 買い物 1： 
(一般的な買い物) 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
6. 買い物 2： 
(値引きあり) 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
7. 情報収集： 
(営業場所を尋ねる) 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
8. 食べ物を 
注文する 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
9. お金を払う 
 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
10. お礼の 
挨拶をする 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
11. もう一度尋ねる 
 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
12. ゆっくり話す様  
 お願いする 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
13. 知らない言葉を
尋ねる 
（例：食べ物） 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
14. 知らない言葉を
書いてもらう 
（例：食べ物） 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
15. 現地の人の言葉
を聞き、発音を真
似する 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
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参考資料 6 
Spanish-ABLE  [2016/03/01] 
参加者番号：        場所：Merida 
   Revised: 2016/02/28 
第６回アンケート：現地での自己評価（一人） 
 
課題: 
1. 家からバスで Centro に 9:00 までに集合する 
2. Garcia Rejon / Santa Ana / Santiago 市場へ行く 
3. Garcia Rejon / Santa Ana / Santiago 市場で朝食を食べる 
4. Casas Gemelas / Museo Canton / Monumento a la Bandera に行く 
5. Casas Gemelas / Museo Canton / Monumento a la Bandera の家の前で誰かに写真を撮ってもらう 
 （一緒に写真を撮ってもらうのでも OK!） 
6. Iglesia Monjas へ行く 
7. Iglesia Monjas の隣にある Casa de las Artesanias でお土産をひとつ買う 
8. Lucas de Galves 市場へ行く 
9. 現地の知らないおやつを３つ写真を撮って名前を調べる（呼び方と書き方） 
10. 聞いたお店で知らないおやつを一種類買う 
11. スーパーで夜のバスで飲む飲み物を買う 
12. Came 駅へ行って、駅の中で座って待ってください 
 
※テストの途中でも、11:30 までに Plaza Grande に戻ってください。（途中でも気にしないで！） 
忘れないで！ 
 
 日本語や英語を話しそうな人はなるべく避け、メキシコ人と会話をしましょう！ 
 「英語もしくは日本語を話せますか？」と聞いてから始めないでください。 
 できるだけ楽しんでみてください。あなたは 15 時間以下しかスペイン語を勉強してないのですから！ 
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Spanish-ABLE  [2016/03/01] 
参加者番号：        場所：Merida 
   Revised: 2016/02/28 
あなたは１～４のどの段階ですか？ 
（１＝ギリギリ、もしくは全くダメ ～ ４＝難しくない、できる！） 
 
課 題 
 
成果（話す） 
 
理解度（聞き取り） 
 
コメント 
1. 道順： 
（例：お店へ行く） 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
2. 乗り物：使う 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
3. 乗り物：聞く 
（例：何処へ行くか） 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
4. 写真撮影： 
 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
5. 買い物 1： 
(一般的な買い物) 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
6. 買い物 2： 
(値引きあり) 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
7. 情報収集： 
(営業場所を尋ねる) 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
8. 食べ物を 
注文する 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
9. お金を払う 
 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
10. お礼の 
挨拶をする 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
11. もう一度尋ねる 
 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
12. ゆっくり話す様  
 お願いする 
 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
13. 知らない言葉を
尋ねる 
（例：食べ物） 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
14. 知らない言葉を
書いてもらう 
（例：食べ物） 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
15. 現地の人の言葉
を聞き、発音を真
似する 
 
1   2   3   4 1   2   3   4 
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参考資料7 
Spanish-ABLE  [2016/04/05] 
参加者番号：         場所：SIT 
 
           Revised: 2016/04/04 
 
アンケート7: 現地テストを終えて(個人) アンケート日：  
  
現地に行き、実際に言語を使用した後に質問にお答えください。あなたが最も当てはまると思うものに
丸、もしくは答えを書き込んでください。 
 
1. 以下のファンクションの中で、あなたが実際に現地テストで行ったファンクションにチェック
()を付け、あなたの成果を評価して下さい。 
またあなたが実際には行わなかったファンクションの中で、機会があればできたと思うファンクシ
ョンはありますか？ もしある場合は、それも評価してみて下さい。 
1 か ら 4 ま で の 中 で 、 あ な た が 最 も 当 て は ま る と 思 う 数 字 に 丸 を 付 け て 下 さ い 。 
（１：かなりギリギリの状態 ～ ４：そう難しくはない内容） 
 
行ったファンクション（✓）          行った成果        行わなかったができる？ 
          （番号に丸を付ける） どの位のレベルで？（丸を付ける） 
 
( ) あいさつ   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 自己紹介   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 家族の紹介   1   2   3   4  1   2   3   4 
 ( ) チェックインの手続き  1   2   3   4  1   2   3   4  
( ) 買い物 (値切り方を含む)  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 買い物(別の商品を尋ねる)   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 公共交通機関を使う(電車,バス) 1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 電車の切符を買う (予定通りの) 1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 道路で道を尋ねる   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 道路で道を教える   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) レストランでメニューを尋ねる 1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 料理を注文する   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) レストランでお会計をする  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 誰かとコミュニケーション  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 写真を撮る為にお願いする  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 簡単な電話連絡をする  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 病院で症状を説明する(医者へ) 1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 薬を購入する (薬局等で)  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 緊急事態に対処する（警察） 1   2   3   4  1   2   3   4 
 ( ) その他：    1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) その他：    1   2   3   4  1   2   3   4 
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参考資料7 
Spanish-ABLE  [2016/04/05] 
参加者番号：         場所：SIT 
 
           Revised: 2016/04/04 
 
 
 
2. もし機会があれば、引き続きこの言語を学習していきたいですか？ 
 
 
したくない あまりしたくない    まあまあしたい    ぜひしたい 
 理由を教えてください： 
 
 
 
もし学習するならば、更にどのような事を勉強したいですか？ 
 
 
 
3. あなたはこの学習法が効果的だったと思いますか？ 
 
 
思わない     そこまでは思わない  まあまあそう思う     思う 
 
今までのあなたの言語に関する学習法と、今回の言語学習法の最大の違いは何だと思いますか？ 
 
 
 
4. 言語を学習する方法についての考え方が、この講習で変わりましたか？        はい / いいえ 
  もしはいと答えた場合、どのように変わりましたか？ 
 
 
 
5. あなた自身が思っていた自分の言語の学習能力について、この講習で変わったと思いますか？ 
  もしはいと答えた場合、どのように変わりましたか？                はい／いいえ 
 
 
 
6. この語学学習を終え、別の言語学習に興味がでましたか？            はい／いいえ 
  もしはいと答えた場合、どの言語ですか？ また何故ですか？  
 
 
 
7. もしこの講習に関して何かコメントや質問があれば、別の用紙などに書いて提出してください。 
 
 
アンケートにご協力いただき、ありがとうございました！ 
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湘南工科大学で行ったABLE,ABLE+の参加者データの一覧
年 学習言語 国 学習 旅 男・女 年齢 国籍
10代～20代：5名 日本：6名
30代：1名 アイルランド：1名
40代：1名
10代～20代：5名 日本：5名
40代：1名 アイルランド：1名
10代～20代：4名 日本：4名
30代：2名 イタリア：1名
40代：1名 カメルーン：1名
メキシコ：1名
10代～20代：4名 日本：5名
30代：1名 イタリア：1名
50代：1名 中国：1名
60代：1名
2013 イタリア語 イタリア 7名 7名 男4名・女3名 10代～20代：7名 日本：7名
日本：7名
中国：2名
10代～20代：6名 日本：6名
50代：1名 ウェールズ：2名
60代：1名
10代～20代：2名 日本：3名
30代：2名 アメリカ：1名
40代：3名 ニュージーランド：1名
50代：1名 タイ：1名
ドイツ：1名
中国：1名
10代～20代：7名 日本：8名
30代：1名 アメリカ：1名
40代：1名
10代～20代：6名 日本：7名
30代：2名 ニュージーランド：1名
40代：2名 ブルガリア：1名
ドイツ：1名
10代～20代：4名 日本：5名
40代：1名 ブラジル：1名
50代：1名 カナダ：1名
60代：1名
6名 男4名・女2名
2016 スペイン語 メキシコ 7名 7名 男4名・女3名
2014 中国語 中国 7名
2015 タイ語 タイ 6名
7名 男7名
男5名・女2名6名7名カンボジアクメール語2013
クメール語2011
男6名・女3名8名9名韓国韓国語2012 10代～20代：9名
男6名・女2名5名8名トルコトルコ語
男4名・女4名7名8名カンボジア
タイタイ語2007
2010
男7名・女2名7名9名タイタイ語2009
参考資料8
男6名・女1名6名7名タイタイ語2005
男10名8名10名
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